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・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い

　
て
、
新
た
な
「
地
区
み
ら
い

　
共
創
計
画
」
に
基
づ
く
活
動

　
や
、
住
民
主
体
の
課
題
解
決

　
活
動
を
支
援

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
介
護
現

　
場
の
負
担
軽
減
と
働
き
や
す

　
い
環
境
づ
く
り
を
支
援

・
高
齢
者
を
地
域
全
体
で
支
え

　
る
体
制
を
構
築
す
る
た
め
の

　
各
分
野
の
連
携
強
化

・
障
が
い
者
基
幹
相
談
支
援
セ

　
ン
タ
ー
へ
の
支
援
や
、
さ
つ

　
ま
る
・
ふ
く
し
マ
ル
シ
ェ
な

　
ど
を
通
じ
た
障
が
い
者
へ
の

　
理
解
啓
発

・
障
が
い
者
福
祉
施
設
の
従
事

　
者
に
対
し
、
資
格
取
得
や
研

　
修
受
講
の
経
費
を
支
援

・
人
間
ド
ッ
ク
助
成
の
拡
充
と

　
全
身
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
よ
る
「
が
ん

　
ド
ッ
ク
」
を
新
た
に
追
加

・
76
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
骨

　
粗
し
ょ
う
症
検
診
を
無
料
で

　
実
施

・
す
い
臓
が
ん
の
早
期
発
見
を

　
目
的
と
し
た
血
液
検
査
を
新

　
た
に
導
入

・
相
談
支
援
体
制
の
充
実
と
人

　
材
育
成
に
よ
る
こ
こ
ろ
の
健

　
康
づ
く
り
の
推
進

・
薩
摩
郡
医
師
会
病
院
の
医
師

　
確
保
対
策
へ
の
継
続
支
援

・
子
育
て
世
帯
や
空
き
家
購
入

　
へ
の
支
援
を
強
化
し
、
町
内

　
施
工
業
者
に
よ
る
建
設
・
改

　
修
へ
の
優
遇
制
度
を
新
設

・
既
存
の
民
間
賃
貸
住
宅
の
改

　
修
を
行
う
個
人
・
法
人
へ
の

　
助
成
へ
特
化

・
都
市
下
水
路
の
計
画
的
な
改
築

・
北
薩
横
断
道
路
の
早
期
全
線

　
開
通
や
、
被
災
し
た
北
薩
ト

　
ン
ネ
ル
の
早
期
復
旧
、
川
内

　
宮
之
城
道
路
の
高
規
格
道
路

　
へ
の
指
定
・
事
業
化
な
ど
を

　
国
・
県
へ
要
望

・
林
野
火
災
注
意
報
・
警
報
の

　
的
確
な
運
用

・
救
急
体
制
強
化
の
た
め
高
規

　
格
救
急
自
動
車
を
更
新

・
防
災
士
等
の
地
域
防
災
リ
ー
ダ

ー
育
成
費
用
の
助
成
を
継
続

・
特
殊
詐
欺
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
犯
罪
に

　
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
の
啓

　
発
活
動
を
強
化

・
交
通
安
全
教
育
の
充
実

・
第
５
次
農
林
業
い
き
い
き
プ

　
ラ
ン
を
作
成
し
、
米
の
奨
励

　
品
種
「
あ
き
の
舞
」
等
の
生

　
産
拡
大
を
推
進

・
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
や
、耕

作
地
大
規
模
化
に
向
け
た
新

制
度
確
立
を
国・県
に
要
望

・
畜
産
農
家
の
生
産
基
盤
再
整

　
備
の
た
め
、
町
独
自
の
支
援

　
策
を
拡
充

・
町
創
生
Ｇ
Ｄ
Ｘ
セ
ン
タ
ー
を

　
核
に
、
特
に
若
い
女
性
が
町

　
内
で
働
け
る
環
境
づ
く
り
を

　
推
進

・
中
心
市
街
地
の
主
要
施
設
の

　
活
用
・
整
備
に
関
す
る
基
本

　
構
想
・
計
画
の
策
定
に
着
手

・
町
内
施
工
業
者
を
活
用
し
た

　
社
員
用
住
宅
改
修
費
用
の
補

　
助
率
の
優
遇

・
防
衛
省
に
よ
る
火
薬
庫
建
設

　
適
地
調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、

　
適
切
な
時
期
に
住
民
説
明
会

　
を
開
催
す
る
よ
う
国
へ
要
請

・
ほ
た
る
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
協

議
会
と
連
携
し
、
ホ
タ
ル
の

住
め
る
環
境
づ
く
り
を
推
進

・
宿
泊
施
設
不
足
へ
の
対
策
と

　
し
て
イ
ベ
ン
ト
民
泊
等
の
活

　
用
を
検
討

・
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

　
ー
ト
ラ
ル
を
見
据
え
、
再
生

　
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や

　
資
源
循
環
を
推
進

・
日
特
Ｗ
Ｋ
Ｓ
公
園
歴
史
ゾ
ー

　
ン
の
早
期
完
成
や
施
設
充
実

　
を
国
・
県
に
要
望

・
多
様
性
を
認
め
合
い
、誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

を
目
指
し
て
、あ
ら
ゆ
る
場
で

の
人
権
教
育
と
啓
発
を
推
進

・
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
Ｓ

　
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
複
数
手
段

　
に
よ
る
分
か
り
や
す
い
情
報

　
発
信

・
全
20
地
区
で
の
町
政
座
談
会

　
の
実
施
や
町
長
と
語
る
会
の

　
開
催

・
第
５
次
行
政
改
革
大
綱
に
基

　
づ
き
、
自
主
財
源
の
確
保
や

　
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

　
推
進　

・
新
た
な
自
主
財
源
確
保
策
と

し
て
、
町
有
施
設
へ
の
「
ネ

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
（
命
名

権
）
」
の
導
入

・
職
員
一
人
ひ
と
り
の
能
力
を

　
引
き
出
す
人
財
育
成
と
、
柔

　
軟
な
働
き
方
が
で
き
る
職
場

　
環
境
の
整
備

ひ
と『
い
き
い
き
』

暮
ら
し『
お
だ
や
か
』

ま
ち『
き
ら
き
ら
』

み
ら
い『
つ
な
が
る
』

高
齢
者
福
祉

障
が
い
者
福
祉

健
康
・
医
療

消
防
・
防
災

防
犯
・
交
通
安
全

商
工
業

観
光

人
権
尊
重
・
多
様
性

行
財
政
運
営

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

生
活
基
盤

農
林
水
産
業

環
境
・
景
観
保
全

学びの多様化学校宮之城中学校分教室外観
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３
月
議
会
定
例
会
で

上
野
町
長
が
表
明
し

た
施
政
方
針
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
国
政
が
転
換
期
を
迎
え
る
中
、

本
町
も
人
口
減
少
や
担
い
手
不

足
な
ど
深
刻
な
課
題
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
令
和
８
年
度
は
第

３
次
総
合
振
興
計
画
の
始
動
の

年
で
す
。
「
あ
な
た
の
夢
に
ま

っ
す
ぐ 

新
た
な
挑
戦
が
未
来

を
つ
く
る
」
を
将
来
像
に
掲
げ
、

事
務
事
業
の
選
択
と
集
中
を
断

行
し
ま
す
。
町
制
施
行
20
周
年

を
機
に
、
地
域
の
力
を
最
大
限

に
生
か
し
た
元
気
な
さ
つ
ま
町

の
再
生
に
挑
み
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
上
野　
俊
市

・
就
労
状
況
を
問
わ
ず
利
用
で

　
き
る
「
乳
幼
児
等
通
園
支
援

　
事
業
（
こ
ど
も
誰
で
も
通
園

　
制
度
）
」
の
開
始

・
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」

　
と
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

　
セ
ン
タ
ー
」
を
新
設
し
、
子

　
育
て
を
応
援
す
る
地
域
ネ
ッ

　
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
推
進

・
保
育
施
設
へ
の
ミ
ス
ト
シ
ャ

ワ
ー
設
置
な
ど
「
保
育
所
等

猛
暑
対
策
事
業
」
を
創
設

・
宿
泊
型
産
後
ケ
ア
の
無
償
化

・
児
童
生
徒
・
教
職
員
の
タ
ブ

　
レ
ッ
ト
端
末
を
更
新
し
、
Ｉ

　
Ｃ
Ｔ
活
用
環
境
を
向
上

・
全
小
中
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式

　
化
・
快
適
化
対
策
を
継
続

・
小
学
校
４
校
の
水
泳
学
習
を

　
合
同
で
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ

　
ー
で
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

　
よ
り
良
い
学
習
環
境
を
提
供

・
交
通
安
全
・
防
犯
・
防
災
の

　
観
点
で
関
係
機
関
と
連
携
し

　
た
通
学
路
の
安
全
確
保

・
さ
つ
ま
町
の
学
校
教
育
の
在

　
り
方
検
討
委
員
会
の
答
申
を

　
踏
ま
え
た
学
校
規
模
の
適
正

　
化
方
針
の
検
討

・
「
夢
を
抱
き
、
自
ら
未
来
を

切
り
拓
く
力
を
備
え
た
子
〜

探
究
心
あ
ふ
れ
る
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｓ

Ｕ
Ｍ
Ａ
の
さ
つ
ま
っ
子
」の
実

現
に
向
け
、
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
支
え
る
取
組
の
推
進

・
「
さ
つ
ま
町
学
び
の
イ
ノ
ベ

　
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
（
Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｐ
）
」
を
通
し
た

　
学
力
向
上

・
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
他

校
へ
の
通
級
が
困
難
な
児
童

の
困
り
感
を
解
消
す
る
た
め
、

専
門
教
諭
が
各
校
を
訪
問
す

る
巡
回
型
通
級
指
導
を
開
始

・
不
登
校
生
徒
の
学
び
を
保
障

　
す
る
た
め
、
県
内
初
と
な
る

　
「
学
び
の
多
様
化
学
校
宮
之

　
城
中
学
校
分
教
室
」
を
開
設

・
小
学
生
を
対
象
と
し
た
学
校

　
給
食
費
の
無
償
化
へ
の
対
応
、

　
中
学
生
へ
の
給
食
助
成
費
増

　
額
を
実
施

・
自
主
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
家

　
庭
の
教
育
力
を
高
め
る
た
め

　
各
学
校
に
家
庭
教
育
学
級
を

　
開
設

・
地
域
や
企
業
な
ど
と
連
携
し

た
生
涯
学
習
メ
ニュ
ー
の
提
供

・
さ
つ
ま
っ
子
の
日
を
中
心
と
し

た
青
少
年
育
成
活
動
の
展
開

・
青
森
県
鶴
田
町
、
中
種
子
町

　
な
ど
と
の
友
好
交
流
を
通
し

　
た
人
材
育
成

・
郷
土
芸
能
の
担
い
手
育
成
や
、

　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
健
康
増

　
進
・
地
域
づ
く
り
の
推
進

こ
こ
ろ『
の
び
の
び
』

施政方針
全文

学
校
教
育
・
社
会
教
育

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

子
育
て

さつま町長
上野 俊市
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20.0％

使用料・手数料

79    0.5％

国県支出金
2,898

その他
95   0.7％

31.7％

地方交付税
4,603

地方譲与税
232   1.6％

歳出歳入

諸収入
85   0.6％

財産収入157   1.1％

その他
577   4.0％

町税

18.3％
2,656

繰入金

11.7％
1,699

6.5％

町債
939

地方消費税交付金
500   3.4％

依存財源
92億6,691万円
63.8％

※金額、構成比は四捨五入の関係で必ずしも総額、100％にはなりません。 単位：百万円

人件費

22.2％
3,225

扶助費

18.9％
2,749

公債費

9.4％
1,367

普通建設
事業費

11.8％
1,719

災害復旧費
39　0.3％

物件費

14.8％
2,147

補助費等

11.6％
1,687

義務的経費
73億4,074万円
50.6％

投資的経費
17億5,811万円
12.1％

その他の経費
54億2,115万円
37.3％

自主財源
52億5,309万円
36.2％

繰出金

6.8％
988

維持補修費
303   2.1％

その他
296   2.0％

令和８年度
当初予算

145億2,000万円

　　　町の財政運営を取り巻く環境は、人口減対策を
　　　はじめ、こども政策の充実、物価高対策、デジ
タル化のほか、激甚化する自然災害への対応など多種
多様な課題に直面しています。
　令和８年度当初予算は、町長が掲げる「来たる次代
に向けて ～元気なさつま町の再生～」の理念のもと、
「持続可能なまちづくり」「人が元気なまちづくり」
「にぎわいのあるまちづくり」「協働とデジタル化に
よるまちづくり」、この４つの項目を念頭に置きなが
ら予算編成を行いました。

歳入状況と歳出の性質別分類状況（一般会計）

本

総務管理、税務、戸籍、
選挙、統計監査

総務費
  10万６千円
（６万６千円）

農業、畜産業、林業の
振興や農道などの整備

農林水産業費
  ５万４千円
（７万５千円）

公共施設の整備などに
充てた借金の返済

公債費
  ７万５千円
（12万円）

高齢者、障がい者、
児童などへの福祉

民生費
  26万３千円
（11万５千円）

議会運営、商工振興、
観光、災害復旧など

その他
  ５万１千円
（１万２千円）

ごみ・し尿処理や健康
増進事業

衛生費
  ５万５千円
（３万７千円）

救急業務や消防業務、
災害対策

消防費
  ４万１千円
（１万８千円）

道路橋りょう、河川、
公園、住宅の整備

土木費
  ７万７千円
（７万７千円）

小中学校や体育施設
の管理運営、生涯学
習、学校給食

教育費
  ７万４千円
（５万６千円）

  79万6千円
  （57万６千円）

町民１人あたり

（　）内は町が誕生した
平成17年度の予算

※令和８年２月末の住基人口18,239人で計算
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区　　分 令和８年度 令和７年度 増　減　額 増減率

26億5,553万９千円 -１億607万４千円 -3.8％

6,887万７千円 -1,249万６千円 -15.4％

８億803万８千円 -9,036万円 -10.1％

32億1,128万９千円 -75万８千円 0.0％

５億1,667万６千円

27億6,161万３千円

8,137万３千円

８億9,839万８千円

32億1,204万７千円

４億2,272万１千円 9,395万５千円 22.2％

国 民 健 康 保 険 事 業特
別
会
計

企 業 会 計・上 水 道 事 業

介 護 保 険 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

企業会計・農業集落排水事業

145億2,000万円 ３億3,300万円 2.3％141億8,700万円一 般 会 計

貯金
単位：百万円

借金
単位：百万円

公債費負担適正化計画により地方債（公共施設の整備など
での財源不足を補うための借入金）の借入額を抑えること
で、町債残高が減少するように取り組んでいます。

災害や施設の老朽化に伴う経費等を補うため、計画的に積
立をしています。しかし、不足する財源を基金の取り崩し
等に頼らざるを得ず、今後は残高の減少が懸念されます。

単位：百万円

15,199

12,783

1,709

4,117

7,886

9,356

9,962

23,625

17,929

14,547

12,556

12,377 （見込）

12,035 （見込）

12,840 13,025

14,555
14,072

Ｒ
8

Ｒ
7

民生費 教育費

1,365 1,004

総務費

1,931

商工
費

760

農林水
産業費

993

公債費

1,361

土木費

1,400

その
他

745

38

4,823

4,791

1,329 9341,911 6541,0241,3091,231 801

42

衛生費

億円

町債（借金）と基金（貯金）の残高推移

各会計予算規模

9,545 （見込）

8,100 （見込）

単位：百万円

消防
費

災害
復旧費

当初予算の推移（一般会計）

歳出の目的別分類状況（一般会計）

普通建設事業の増加等の
影響で予算額が増加

129

132

050100150200250

14,520

12,486

9,975

15,148

14,187

12,877

12,463

9,708

億円

億円
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城之口 宿里 修一
五日町

上仲町
天神

愛宕
川原町
東谷
中央
虎居町
東町
西町
轟原（上）
轟原（下）
虎居馬場
西手
上向・上向中

一ツ木
時吉区
船木東・旭

船木西
船木下
柊野区
下平川
上平川
大薄下
大薄上
湯之元

湯田中・湯田下
湯田上・西湯田原

虎居大角・甫立
海老川・日当瀬・下川口

屋地馬場・八幡馬場

ウッドタウン・観月台
町頭・ホープタウン

名越 道子

税所 太一
橋口 洋子

淵上 弘一
白男川 茂
外川内 芳治
（調 整 中）
八田 平三
大石 由里
母ヶ野 美穗子
立和名 典代
上間 睦美
下野 ひとみ
栗山 利子
末吉 里香

永江 富子
外堀 貞美
桑原 定弘

太田 春男
城野 眞知子
玉利 さつき
酒匂 まち子
橋ノ口 賢二
⻆ 道子
大薄 けい子
下簗 千代子

久留須 清子
髙下 みさ子

塩鶴 榮子
宮原 多美子

岡村 彰

若松 章子
宮園 弘也

木渋・仮屋原 木之下 晃一
前目・田原

さくら・上寺下
豆漬・布田

山崎麓(山崎上)・山崎中
山崎麓（山崎町・草田・古野）
荒瀬

角郷
大畝町

北原・大長

二渡町
二渡・折小野
須杭
白男川
浅井野
泊野高峰・きらら（久木野）
きらら（泊野上・宮田）
上場・大平

鶴田大角・上手町
東善寺・麓城内
東湯田原
湯田原・櫃ケ迫
大野・上下大迫
高嶺・中間
新田･栗野･柳野・大俣
上川口・市場
諏訪下・種子田
小路下手・大願寺
下京塚原・京塚原

紫尾中
紫尾下

東・浦川内・山神
鶴田南

あながわ

ほたる
広瀬・池之野

飯野 恵子

手塚 千鶴子
岩﨑 克德

平城 康憲
田上 愛子
米盛 和子

末永 緑
中村 恵子

大囿 妙子

（調 整 中）
山下 厚子
櫻 伸一
谷口 妙子
内村 正子
﨑野 清人
楠八重 多美子
（調 整 中）

若松 三千代
鎌田 一仁

宮之城地区 内 喜彦
鶴田地区 柳田 律子
薩摩地区 川宿田 益夫

大角 恭子
濵島 勝子
大野 加代子
丸尾 省吾
栗野 直子
吉留 昭夫
高嶺 由美子
古田 節雄
砂子田 洋喜

坂元 龍司
紫尾上 舟倉 由美子

滿園 政子

岡村 辰己
安藤 正子

川津 伊津美

小川内 繁
池之野 和廣

区 担当公民会 氏　名
下手 松木囿 拓人
下中福良・上中福良

下狩宿・上狩宿
熊田

広橋・黒鳥

金山
仕明・吉川

新岩元・駒ヶ段
簗平・下別府

新町

南川

別野
弓之尾
尾原
武白猿
北方町

戸子田

求名町
未栄の郷

本田 淳一

平野 一人
宮後 文春

竪山 雅佳

姫野 千代香
橋口 俊行

内山 愛子
平 賢慈

川口 正成

上別府 裕人

半崎 まち子
半﨑 幹男
今屋 市子
福永 レイ子
田尻 末治

蕨野 紀子

四位 稔
上井 誠

区 担当公民会 氏　名区 担当公民会 氏　名

時吉

柊野

宮
之
城
屋
地

佐
志 求

名

永
野

中
津
川

山
崎

二
渡

泊
野

鶴
田

神
子

柏
原

紫
尾

久
富
木

白
男
川

虎
居

船
木

平
川

湯
田

船木東・旭 水流 新藏

◆民生委員・児童委員（敬称略）
新しい民生委員・児童委員・主任児童委員91名を紹介します。
任期は令和７年12月１日から令和10年11月30日までです。

お住まい地域の民生委員・児童委員を紹介します

◆主任児童委員（敬称略）

主任児童委員とは？
地域において児童福祉に関する事項
を専門的に担当する児童委員です。
従来の区域を担当する児童委員と一
体となった活動を展開し、児童福祉
の向上を図ります。

■お問い合わせ先　ほけん福祉課　福祉係　☎（0996）24‐8930

民
生
委
員
・
児
童
委
員

地
域
に
寄
り
添
う
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民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に
基
づ
い
て

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
る
任
期
が
３

年
の
非
常
勤
の
公
務
員
で
す
。

　
ま
た
、
児
童
福
祉
法
に
よ
り
児
童
委
員
も

兼
ね
て
お
り
、
社
会
福
祉
増
進
の
た
め
に
、

地
域
に
お
住
ま
い
の
あ
ら
ゆ
る
方
々
の
生
活

や
福
祉
全
般
に
関
す
る
相
談
対
応
・
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
家
族
関
係
や
地
域
社
会
に
お
け
る
「
つ
な

が
り
」
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
中
、
子
育
て
や
介

護
の
悩
み
を
抱
え
る
方
、
障
が
い
者
や
高
齢

者
が
孤
立
し
、
必
要
な
支
援
を
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
民
生
委
員
・
児
童
委

員
は
地
域
住
民
を
見
守
り
、
支
援
を
必
要
と

す
る
住
民
と
行
政
や
専
門
機
関
な
ど
の
つ
な

ぎ
役
と
な
る
重
要
な
存
在
で
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
守
秘
義
務
が

あ
り
、
相
談
し
た
方
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
安
心
し
て
電
話
や
対
面
な
ど
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
身
近
な
相
談
相
手
・
見
守
り

役
と
し
て
地
域
に
寄
り
添
う
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
活
動
に
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

県版民生委員・児童委員
イメージキャラクター
「ミンジ―」

担当区域内の住民の実態や福祉サービスの
需要を日常的に把握します。

住民が抱える課題について、相手の立場に
立ち、親身になって相談にのります。

住民の福祉需要に対応し、適切なサービス
提供が行われるよう支援します。

住民の福祉需要に応じたサービスが受けら
れるように、役場や社会福祉協議会などの
関係機関に連絡し、必要な対応を促します。

社会福祉の制度やサービスについて、その
内容や情報を住民に提供します。

活動を通じて発見した問題点や解決策につ
いて取りまとめ、必要に応じて民児協を通
じて関係機関などに意見を提起します。

課題を抱えた住民が、自立した生活を送れ
るよう、関係機関と連携して支援体制を作
っていきます。

社会調査

相談 情報提供

連絡通報 調整

生活支援 意見具申

民生委員・児童委員の
７つの役割

民児協…民生委員児童委員協議会

　
私
た
ち
が
暮
ら
す
さ
つ
ま
町
は
、
豊

か
な
自
然
と
人
の
つ
な
が
り
が
息
づ
く

温
か
い
地
域
で
す
。
一
方
で
、
高
齢
化

の
進
行
や
独
り
暮
ら
し
の
方
の
増
加
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
変
化
な
ど
向
き

合
う
課
題
も
年
々
多
様
に
な
っ
て
い
ま

す
。
近
年
は
豪
雨
災
害
な
ど
の
自
然
災

害
も
増
え
、
日
頃
か
ら
の
見
守
り
や
支

え
合
い
の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
る
場

面
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
の

皆
さ
ま
の
身
近
な
相
談
役
と
し
て
、
生

活
の
困
り
ご
と
や
福
祉
に
関
す
る
不
安

な
ど
を
、
町
行
政
や
社
会
福
祉
協
議
会

等
の
必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
役
割
を
担

っ
て
い
ま
す
。

「
ち
ょ
っ
と
気
に
な
る
」
「
誰
に
相
談

し
た
ら
良
い
か
分
か
ら
な
い
」
、
そ
の

よ
う
な
時
に
、
気
軽
に
声
を
か
け
て
い

た
だ
け
る
存
在
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
さ
つ
ま
町
の
強
み
で
あ
る

『
地
域
の
つ
な
が
り
』
を
大
切
に
し
な

が
ら
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

に
皆
さ
ま
と
共
に
取
り
組
み
ま
す
。

さつま町民生委員児童委員協議会

会長 丸尾 省吾 さん

Interview

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は

　
　
地
域
の
身
近
な
相
談
相
手



誓いの言葉を述べる先﨑会員（左）と中島会員（右）

地域の先進事例を伝えます

表現力豊かな発表の様子

　２月10日、鶴田中央公民館で、さつま町シルバ
ー人材センター設立20周年記念式典が開催されま
した。オープニングでは同センター内の女性会員同
好会「あじさい会」が舞踊を披露。式典では多年
にわたりセンター発展に寄与した企業・団体・個人・
元役員へ感謝状が、永年センターに貢献した役員・
会員・職員に表彰状が授与されました。結びには、
中島朗さんと先﨑朋子さんが会員を代表して、町民
に信頼され地域とともに歩むセンターとして一層貢
献していくことを誓いました。

シルバー人材センター20周年記念式典

農業ＤＸ講演会を薩摩中央高校で開催
　２月24日、薩摩中央高校で農業ＤＸ教育講演
会が開催され、角農場株式会社代表取締役社長
の角晋吉さんが鶏舎管理の自動化やデータ活用に
よる生産性向上などのＤＸ化の事例等について講
演を行いました。同校は、今年度、文部科学省の
「ＤＸハイスクール（高等学校ＤＸ加速化推進事
業）」の採択校に指定。この推進事業の一環とし
て今回の講演が開催されました。参加した生徒は
「農業は大変そうという印象でしたが、楽しそうだ
という印象に変わりました」と話しました。

　２月13日、鶴田中央公民館で、英語スキットコ
ンテストが開催され、小学生３年生以上の各学校
代表37人がスキットを披露しました。発表者は練
習の成果を十分に発揮し、ジェスチャーを交えなが
ら、表現力豊かにスキットを熱演。また、交流レク
リエーションでは、他校の友達と楽しく交流を深め
ました。会場には、保護者や地域の方が参観に訪
れ、たくさんの拍手が送られました。

小学生がスキットを披露

広報さつま 2026. 4９

まちのニュース

３kmコースのスタート

米良選手から德留選手へタスキリレー

スマートフォンでらくらく集計

　３月７日、薩摩総合運動公園でＢ＆Ｇ財団会長
杯薩摩地区公民会対抗グラウンド・ゴルフ大会が
開催され、22チーム110人が参加しました。今回
も昨年に続きスコア集計システムを活用。スマート
フォンからスコアを入力することで、スコアや順位
を即座に閲覧することができ、集計の時間も大幅
に短縮されました。この集計システムは他地区で開
催される大会でも活用されています。会場では１打
１打に一喜一憂しながらも、真剣に、そして楽しく
盛り上がる参加者の姿が見られました。

グラウンド・ゴルフに集計システム活用

　２月23日、県下一周市郡対抗駅伝競走大会の３
日目が行われ、選手たちが本町を駆け抜けました。
第４中継所（宮之城鉄道記念館）では、川薩チー
ムの米良龍希選手（佐志地区在住）から德留洸選
手（山崎地区出身）へ、続く第５中継所（求名）
では滿園貴一選手（白男川地区出身）へタスキが
つながれました。沿道からは多くの観客が選手に
声援を送りました。チームは総合６位で大会を終え
ました。

県下一周駅伝  川薩チーム力走

鶴田ダムでジョギング大会
　３月１日、鶴田ダム周辺道路でほたるの里ジョギ
ング大会in鶴田ダムが開催され、２ｋｍ、３ｋｍ、
５ｋｍの各コースで159人が春の訪れを感じる絶好
のジョギング日和の中、大迫力のダム堤体や雄大な
大鶴湖の景色を楽しみながら、ゴールを目指しまし
た。家族４人で参加し、３ｋｍコースで準優勝に輝
いた鶴田小学校６年立和名拳眞さんは「ゴール直
前で抜かれてしまって悔しかったですが、楽しく走
れました」と話しました。

８広報さつま 2026. 4



かごしまエコファンド制度

広報さつま 2026. 411

学校教育の在り方について答申

　２月20日、学識経験者や保護者代表、地域代表、
小・中学校長らによる「学校教育の在り方検討委員
会」より、これからの町の学校教育の在り方について
答申が提出されました。今回の答申の柱となるのは、
個に応じた学びの充実や、学校・家庭・地域の連携
強化などです。答申を受け、中山春年教育長は「委
員の皆さまの熱意が詰まったこの答申
を、着実に具体的な政策へと落とし込み、
具現化を進めます」と話しました。

日特ＷＫＳ公園内で吊り橋を架ける工事を進めています（Vol.２）

　Ｎｉｔｅｒｒａ日特スパークテックＷＫＳ公園（県立北薩広域公園）では、川内川を渡る新たな吊り
橋の工事が進められています。今回は、現地施工の様子についてお知らせします。
　本工事は昨年10月に現地での施工が始まっています。12月にはワイヤーブリッジや鉄塔が組み立て
られ、橋の形状が見えてきたところです。今後は、ケーブルや橋桁の取り付けなど、橋の本体構造の
作業が進められる予定です。
　工事施工に伴い、公園付近では工事関係車両の通行が増加しますが、引き続き皆さまのご理解と
ご協力をよろしくお願いいたします。

工事施工現場の様子

建設課 管理係　☎（0996）26‐1826問

右から原田義則検討委員会委員長、中山教育長、
田畑悦郎同委員会副委員長

　かごしまエコファンド制度は、事業者などが自発的
にＣＯ２排出削減を促進するため、自らの温室効果
ガスの排出量を認識し、自主的に削減努力を行い、
削減が困難な排出量を森林整備で実現した温室効果
ガスの吸収量（クレジット）の購入により埋め合わせ
をする制度です。本町は、令和２、３年度に行った
88.04haの間伐により新たに639ｔの追加クレジット
の認証を受け、販売しています。この制度を利用する
ことで、環境企業として貢献していることをアピール
でき、クレジット購入代金で地元の地球温暖化対策
に貢献できます。今回は、次の事業者にクレジットを
購入していただきました。クレジット代金は、町有林
の森林整備や公共施設等の照明のＬＥＤ化などの地
球温暖化対策に活用します。

・株式会社上津建設
・外薗建設工業株式会社
・赤穂産業株式会社

農林課 林政係 ☎（0996）24‐8949問

答申書の内容

まちのニュース

上野町長（左）と小牧代表取締役（右）

中山教育長（左）と紺屋さん（右）

最後は式典出席者で通り初め式を行いました

　３月17日、虎居地区で町道川口平川線に新たに
架設された海老川大橋の開通式が開催されました。
式典は工事関係者や地域住民の代表者などが出席
し、テープカットや通り初め式が行われました。こ
の橋は、平成27年度から整備が進められていた町
道新設整備により架設されたもので、国道328号
線のバイパス効果を発揮し、町中心地の大型車通
行時の振動軽減や日特ＷＫＳ公園へのアクセス向
上、災害発生時の物資輸送迂回路確保が期待され
ます。

虎居地区に新たな橋が開通

　宮之城吹奏楽団員３人で構成する「トロンボーン
アンサンブルNOBINCHI」が、昨年12月に行わ
れた県大会で金賞を受賞。２月８日に沖縄県で開
催された第51回九州アンサンブルコンテストへ県
代表として出場し、九州各県代表の14組が競う中
で銀賞に輝きました。２月10日、メンバーの紺屋
弘志さんが役場を訪れ、中山春年教育長へ結果を
報告しました。紺屋さんは「全国大会を目標に、
今後も練習を重ねたいと思います」と、さらなる高
みを目指す決意を強く語りました。

九州の舞台で演奏

小牧醸造が杜氏代表賞受賞
　２月17日、鹿児島市で開催された令和７酒造年
度鹿児島県本格焼酎鑑評会において、小牧醸造
株式会社が造る本格焼酎「小牧」が杜氏代表賞を
授賞しました。この賞は同鑑評会で優等賞を受賞
した蔵元の中で、最も技術が優秀と認められる杜
氏に贈られる最高峰の賞です。２月27日、同社の
小牧一徳代表取締役が役場を訪れ、上野俊市町長
に受賞の報告をしました。小牧代表取締役は「豪
雨災害から20年の節目に、誉れある賞をいただい
たことに大きな意味を感じています」と話しました。
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え が わ お お は し

とうじ
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取材に欠かせない
道具たち

奄美市出身。
小さい頃からサッカーが好き
で、現在も社会人チームに
所属している。
家族５人でさつま町に居住し
ていたが、仕事の都合で離
れることに。家族もさつま
町を離れたくないと嘆く。

山田  天真さん（43）
やまだ　 てんしん

　

株
式
会
社
南
日
本
新
聞
社
さ
つ
ま
支
局

長
と
し
て
、
地
域
の
出
来
事
や
人
々
の
思

い
を
発
信
し
て
き
た
山
田
天
真
さ
ん
。
今

年
３
月
で
任
期
を
終
え
、
本
社
へ
戻
ら
れ

ま
し
た
。
地
域
を
歩
き
、
人
々
と
向
き
合

い
な
が
ら
記
事
を
書
き
続
け
た
日
々
。
大

切
に
し
て
い
る
想
い
や
、
こ
の
町
へ
の
思

い
に
つ
い
て
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　
「
学
生
の
頃
か
ら
歴
史
が
好
き
で
、
本

社
で
は
歴
史
に
関
す
る
紙
面
を
担
当
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
話
す
山
田
さ

ん
。
最
新
の
情
報
を
で
き
る
だ
け
わ
か
り

や
す
く
伝
え
る
た
め
、
常
に
工
夫
を
重
ね

て
き
た
と
言
い
ま
す
。
「
取
材
で
大
切
に

し
て
い
る
の
は
、
知
ら
な
い
言
葉
が
出
て

き
た
と
き
で
す
。
自
分
が
知
ら
な
い
と
い

う
こ
と
は
、
読
者
も
分
か
ら
な
い
か
も
し

れ
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
言
葉
を
か
み
砕
き
、

伝
わ
る
表
現
に
す
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
さ
つ
ま
町
に
関
す
る
話
題
は
私
た

ち
が
い
ち
早
く
伝
え
た
い
の
で
、
他
社
の

新
聞
が
先
に
取
り
上
げ
て
い
な
い
か
毎
日

確
認
し
て
い
ま
し
た
」
地
域
を
愛
し
、
記

者
と
し
て
駆
け
抜
け
た
山
田
さ
ん
に
、
さ

つ
ま
町
で
の
思
い
出
を
振
り
返
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　
「
さ
つ
ま
町
に
は
、
町
に
熱
い
思
い
を

持
つ
人
、
地
域
を
愛
す
る
人
が
多
い
と
感

じ
ま
し
た
。
取
材
先
で
は
昔
の
出
来
事
や
、

地
域
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
話
を
聞
く
時

間
が
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。ま
た
、地

域
行
事
に
家
族
で
呼
ん
で
も
ら
っ
た
り
、

旬
の
も
の
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き

た
り
と
、こ
こ
で
し
か
味
わ
え
な
い
大
切
な

経
験
を
得
ら
れ
ま
し
た
」
そ
ん
な
山
田
さ

ん
に
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

　
「
地
域
に
残
る
場
所
や
郷
土
芸
能
、
文

化
な
ど
を
新
聞
記
事
と
し
て
記
録
に
残
し

て
い
き
た
い
で
す
。
時
代
の
流
れ
の
中
で

失
わ
れ
て
い
く
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
将

来
、
そ
れ
ら
が
復
活
す
る
際
に
、
こ
れ
ま

で
の
記
事
が
少
し
で
も
手
助
け
に
な
れ
ば

う
れ
し
い
で
す
」
と
話
す
山
田
さ
ん
。
私

た
ち
に
対
し
て
も
、
町
に
対
す
る
思
い
を

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
「
時
に
は
、
変
わ

ら
な
い
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
て
ほ

し
い
で
す
。
地
域
の
良
さ
を
残
し
つ
つ
暮

ら
し
を
営
み
、
代
々
受
け
継
い
だ
も
の
を

大
切
に
し
て
い
て
ほ
し
い
で
す
。
ま
た
、

町
制
20
年
を
迎
え
ま
し
た
が
、
よ
り
旧
３

町
同
士
を
知
り
、
お
互
い
の
良
さ
を
知
っ

て
ほ
し
い
で
す
ね
」

　

山
田
さ
ん
、
改
め
て
３
年
間
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
の
益
々
の
ご
活

躍
を
心
よ
り
お
祈
り
し
て
い
ま
す
。

新聞記者

山
田  

天
真×

さつま支局長から見たこの町への思い
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タマネギをみじん切りにする。 白菜はみじん切りにし、塩を振り、しん
なりしたら水を絞る。

ひき肉に　を加え混ぜ合わせた後、半分
に分け、白菜とごぼうを別々に入れる。

ごぼうは小さめのささがきにし、水にさ
らす。

型を整えフライパンに並べ、中火で焼き目
をつけ、裏返して蓋をして弱火で６分焼く。

　のフライパンに　を加え、ソースを作り、
盛り付けたハンバーグにかけて完成。

Recipe．30

１人あたり 264.0kcal 食塩相当量 1.5ｇ

※食を通した健康づくりを行うボランティア団体

白菜とごぼう入りハンバーグ

◆ 材料（２人分）

　ごぼうは、水溶性食物繊維のイヌ
リンと不溶性食物繊維のリグニンを
バランスよく含む貴重な食材です。
イヌリンは血糖値の上昇を抑えて腸
内環境を整え、リグニンは有害物質
を体外に排出し、腸の運動を活発に
して便秘や肥満を予防します。

ごぼうの栄養学

合挽き肉…………………
白菜………………………
ごぼう……………………
　タマネギ………………
　卵………………………
　パン粉………………
　牛乳…………………
　コショウ………………
サラダ油………………
   ケチャップ…………
   ウスターソース……

200ｇ
100ｇ
100ｇ
　50ｇ
　１個

　大さじ４
　大さじ４
　少々
小さじ２
   大さじ２
   大さじ２

B

川畑さん 桑園さん

A

A

⑤⑤ B

大園さん 森田さん

教えてくれる食改さん※①① ②②

③③ ④④

⑤⑤ ⑥⑥

食生活改善推進員が食事を通した健康づくりを伝えます

ごぼう
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屋地
楽習館
図書室

こども
図書館

～えほんの森～

鶴田中央
公民館
図書室
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こども図書館～えほんの森～ ☎ 57-1202　　屋地楽習館図書室　☎ 53-1994　　鶴田中央公民館図書室　☎ 53-1111（内線4412）
休館日　【４月】13日、19日、27日　【５月】７日、11日、17日、25日

おすすめの新着本

相談窓口（相談無料・秘密厳守）
さつまＰＲ課　商工観光係
☎（０９９６）２６‐１８４９
土日の相談は消費者ホットライン
☎１８８　泣き寝入りはいややへ

困ったらすぐにご相談ください

詐欺や悪質商法の電話番号の特徴
７割以上が国際電話

かざりましょう おともだちえほん

岩手の大盛弁当屋
こげ店長ともちもちちまき

著 / 高森 美由紀
中央公論新社

昭和レトロな建物の「大盛弁
当屋」には、悩める客が続々
来店する。さまざまなお客様に
前を向かせるお弁当屋さんの美
味しい×元気をもらえる物語。

作・絵 / イヌイ マサノリ
ひさかたチャイルド

監修 / 高濱 正伸
日本図書センター

開館時間
午前９時～午後５時30分
休館日
月曜日（祝日は開館し翌日休館）
第３日曜日（翌月曜日は開館）
年末年始や特別休館があります
貸出・返却
町内３図書室どこでも貸出・返却できます。
一人10冊まで、２週間借りることができます。
入口のブックポストも活用ください。
学習・読書をする
図書室には学習スペースや読書スペースがありま
す。探し物があるときは職員がお手伝いします。

図書室をご利用ください

　さつま町には、屋地楽習館図書室・鶴田中央
公民館図書室・こども図書館～えほんの森～が
あります。新年度の始まりに３図書室を利用し
てみませんか？

令和８年度も、読書スタンプラリーや読書フェ
スティバルなどたくさんのイベントを開催予定
です。ホームページは随時更新します。

番号 主な発信元 詐欺に利用される理由

+から
始まる

+81

050

0800

非通知

国際電話
+1：米国
+86：中国

日本の国番号を
付加した国際電話

ＩＰ電話
（インターネット回線）

フリーダイヤル
（着信課金番号）

番号を表示しない

番号偽装が容易。
発信元の特定が困難。

日本と見せかけ海外経由。
番号偽装アプリを使用。

基本料が安い。
過去に本人確認なしで
取得可能だった。

0120 と同様、企業からの
電話という安心感を悪用。
強引な勧誘・不要品買取
自動音声詐欺など。

相手に身元を隠したまま
家族構成や資産状況（個
人情報）を聞き出す。
初期段階に使われる。
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そうだ！健診に行こう
今年も特定健診が 4 月から始まります

ほけん福祉課 保険係 ☎（0996）24‐8932問

　「まだ元気だから大丈夫」と後回しにしていませんか？生活習慣病は自覚症状がないまま
進行し、心臓病や脳卒中、腎不全などの重大な病気を引き起こすことがあります。さつま町
では、高血圧や糖尿病、慢性腎臓病などの生活習慣病の方が多い状況です。健診を受ける
ことは、病気を防ぐだけでなく、家計の負担や通院時間を減らし、自分らしい生活を守る第
一歩です。町では通常１万円ほどかかる30代健診、特定健診、長寿健診が無料で受診でき
ます。ぜひこの機会に、受診ください。

特定健診の主な検査内容

こんな方こそ受診を

健診デビューは少しでも早いうちに
　「元気だから大丈夫」「まだ若いから大丈夫」ではなく、年に１回の健診で
自分の体の状態を知り、将来の健康を守りましょう。

・「元気だから」、「忙しいから」という理由で医療機関にかかる機会が少ない方
・高血圧、糖尿病、脂質異常症が気になる方
・最近体重が増えてきた方
　※今は特に気になる症状がない方も、年に１回の確認として健診を受診しましょう。
　　町では、高血圧や糖尿病、慢性腎臓病などの生活習慣病の方が多い状況です。
　　こうした病気の芽を早い段階で見つけ、重症化を防ぐための大切な健診です。

・身体計測（身長、体重、腹囲）　　　　　　　　　　・血圧測定　　　　　・心電図
・血液検査（血糖、脂質、肝機能、腎機能、貧血など）・尿検査（尿たんぱく、尿糖、尿潜血など）
　これらを確認することで、生活習慣の見直しが必要かどうかを知ることができます。

受けて安心 特定健診
　国民健康保険に加入している方
・30～39歳の方：30代健診の受診券を送付します。
　→町内の集団健診会場で受診できます。
・40～74歳の方：特定健診の受診券を送付します
　→集団健診会場または、町内・薩摩川内市内の登録医療機関で受診できます。
　後期高齢者医療に加入している方
　１月末から２月に行った意向調査で「長寿健診を受診する」と回答された方へ受診券を送付します。
　→町内の集団健診会場で受診できます。
　　※健診日程や会場は、４月中旬ごろに順次発送する受診券に同封のチラシをご確認ください。

あなたの健康づくりをサポートします
　「健診結果をどう見たら良いか分からない」「生活習慣をどう変えれば良いか迷う」そんな時は
お気軽にご相談ください。保健師・管理栄養士・看護師が健診結果の見方や生活習慣の改善など、
あなたの健康づくりを個別にお手伝いします。

各種検診
（健診）情報
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■注意事項
・障がいの状態と等級によっては
　減免を受けられない場合があり
　ます。
・減免を受けることができる車両
　は、障がいがある方１人に対し、
　普通自動車などを含め１台です。
　詳しくはお問い合わせください。
○お問い合わせ先
　税務課　町民税係
　☎（０９９６）２４-８９２２ 
　
　
　
　
　人生も一毛作から二毛作に。豊
富な知識と経験を生かし、一緒に
働いてみませんか。条件次第では
入会即就業もできます。参加希望
の方はお電話でお申し込みくださ
い。当日参加も可能です。
■日時　４月21日（火）午前９時
　　　　～午前11時30分
■会場　町シルバー人材センター
　　　　（※旧流水小学校）
■対象者　60歳以上の町民
○お問い合わせ先
　町シルバー人材センター
　☎（０９９６）２４-１０７７

　
　経済的な理由等により国民年金
保険料の納付が困難な学生で、本
人の前年所得が一定額以下の場合
は、申請により在学中の保険料の
納付が猶予されます。
■手続きに必要なもの
・基礎年金番号が分かるもの
・学生証の写しまたは在学証明書
　の原本
■手続き場所
　役場本庁町民係、両支所町民　
　生活係、年金事務所
※マイナポータルでも手続きでき
　ます。
※令和７年度の学生納付特例申請

　口座振替利用者の約98％が納期
内に納付！毎回、納付書を持って
銀行等に行く手間が省けます！
■手続き場所
　北さつま農業協同組合、鹿児島
　銀行、南日本銀行、鹿児島信用
　金庫、郵便局
■手続きに必要なもの
　通帳、金融機関届出印
○お問い合わせ先
　税務課　収納係
　☎（０９９６）２４-８９２３

　身体障害者手帳、戦傷病者手帳、
療育手帳、精神障害者保健福祉手
帳のうちいずれかの交付を受けて
いる方や、障がいがある方などが
利用するために構造変更された軽
自動車などは、一定の要件を満た
していれば、申請により軽自動車
税の減免を受けることができます。
■申請期間
　４月20日（月）
　～５月25日（月）※平日のみ
■手続き場所
　税務課町民税係
■手続きに必要なもの
・身体障害者手帳、戦傷病者手帳、
　療育手帳、精神障害者保健福祉
　手帳のいずれか
・車検証
・運転免許証
・納付前の軽自動車税納税通知書
・マイナンバーの確認書類

　が承認済で、令和８年度も同じ
　学校に在学予定の方には、４月
　初めに令和８年度の申請書が送
　付されますので、学生納付特例
　の継続を希望される方は、必要
　事項を記入のうえ４月中に必ず
　ご返送ください。

　出産予定日または出産日が属す
る月の前月から４か月間の国民年
金保険料が免除されます。なお、
多胎妊娠の場合は、出産予定日ま
たは出産日が属する月の３か月前
から６か月間の国民年金保険料が
免除されます。
■対象者
　国民年金第１号被保険者で平成
　31年２月１日以降に出産した方
■手続きに必要なもの
・基礎年金番号が分かるもの
・母子健康手帳など出産（予定）
　日を明らかにできる書類
■手続き場所
　役場本庁町民係、両支所町民　
　生活係、年金事務所
　※マイナポータルでも手続きで
　　きます。
■免除期間の取扱い
　産前産後期間として認められ免
　除された期間は、保険料を納付
　したものとして老齢基礎年金の
　受給額に反映されます。
■申請時期
　出産予定日の６か月前から申請
　できます。なお、出産後の申請
　はいつでも可能です。
○お問い合わせ先
　川内年金事務所　
　☎（０９９６）２２-５２７６
　　（自動音声案内②→②）

　

　くらしの困り事などの相談に応
じます。お気軽にご利用ください。
相談は予約制です。

くらしの
情報

町のイベントや手続きなど
様々な情報をお知らせします

税　金

年　金

国民年金保険料の
学生納付特例

募　集
シルバー人材センター

入会説明会

軽自動車税の減免

心配ごと相談所を開設します

お知らせ

産前産後の国民年金保険料免除

令和８年度からの納税は
口座振替にしませんか？

くらしの情報
information
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■日時　毎週木曜日
　　　　午前10時～正午
■場所　宮之城ひまわり館
■料金　無料
○申し込み・お問い合わせ先
　町社会福祉協議会
　☎（０９９６）５２-１１２３

■火災　建物火災
　　　　林野火災
　　　　車両火災
　　　　その他火災
■救急　出動
　　　　急病
　　　　交通事故
　　　　その他
■ドクターヘリ　要請
　　　　　　　　運んだ人
○お問い合わせ先
　町消防本部
　☎（０９９６）５２-０１１９

２月の火災・救急

令和８年度からの各種手当額

【本体額】
・全部支給　48,050円（+1,360円）
・一部支給　
　11,340円（+330円）～ 48,040円（+1,360円）

【第２子以降加算額】
・全部支給　11,350円（+320円）
・一部支給
　5,680円（+160円）～ 11,340円（+320円）

■児童扶養手当
　ひとり親家庭等に支給される令和８年４月から
の児童扶養手当の額は次のとおりです。

■特別児童扶養手当
　身体または精神に中度以上の障がいを有する
20歳未満の子どもを監護する方に支給される
令和８年４月からの特別児童扶養手当の額は次
のとおりです。
・１級　58,450円（+1,650円）
・２級　38,930円（+1,100円）

■お問い合わせ先
・児童扶養手当に関すること
　こども課　こども支援係　
　☎（０９９６）２４-８９４０
・特別児童扶養手当に関すること
　ほけん福祉課　福祉係　　
　☎（０９９６）２４-８９３０

※手当額は全て月額で、（ ）内は前年度比です

・応募方法
　　応募用紙にポイントを貼り、５ポイント集まったら、役場本庁や
　各支所に設置してある応募箱に投かんまたは郵送してください。
※「元気度アップポイント事業」のシールとデザインが異なります。
　応募用紙に貼り付ける際はご注意ください。
・対象者　
　町内に住所がある満18歳以上の方（学生除く）
・期間
　４月１日～令和９年３月31日（消印有効）
※抽選会：令和９年４月
・当選商品
　　１等：１万円分の商品券……………
　　２等：５千円分の商品券……………
　　３等：３千円分の商品券……………
　　４等：２千円分の商品券…………
　団体賞：１万円分の商品券……………
　※内容や本数は変更になる場合があります。

　町が行う特定健診、各種がん検診、個別教室、団体・個人の習慣的
な健康づくりの実践などに対してポイントを付与します。５ポイント集め
て応募すると、抽選ですてきな賞品が当たります。個人賞だけでなく、
団体賞もあります。今年度までに登録申請があった団体が対象です。町
内の企業もぜひご参加ください。

ほけん福祉課 健康増進係 ☎（0996）24‐8933問

見本
▲スタンプ

▲シール

見本

１件
１件
０件
１件
96件
44件
２件
50件

91人
40人
２人
49人
６件
４人10本

30本
80本
120本
５本
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（令和８年２月）町長の動静 ※主な会議及び行事
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等
川
薩
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ム
解
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摩
中
央
高
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▽
Ｇ
Ｄ
Ｘ
推
進
ア
ド
バ
イ
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ー
報
告

指
名
推
薦
委
員
会
報
告　

▽
薩
摩
郡
歯
科
医
師
会
と
の
意
見
交
換
会

あ
る
建
築
を
め
ぐ
る
夢
と
希
望
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
日  （
月
）

３
日  （
火
）

４
日  （
水
）

５
日  （
木
）

６
日  （
金
）

７
日  （
土
）

８
日  （
日
）

９
日  （
月
）

10
日  （
火
）

11
日  （
水
）

12
日  （
木
）

13
日  （
金
）

16
日  （
月
）

17
日  （
火
）

18
日  （
水
）

19
日  （
木
）

20
日  （
金
）

23
日  （
月
）

25
日  （
水
）

27
日  （
金
）

28
日  （
土
）

　性犯罪・性暴力は、重大な人権侵害であり、決して許さ
れません。政府は、入学・就職等に伴い、若年層の生活
環境が大きく変わり、被害に遭うリスクが高まる時期であ
る４月を「若年層の性暴力被害予防月間」と定め、ＳＮＳ
等の若年層に届きやすい広報媒体を活用した啓発活動を
効果的に展開することとしています。相手の同意のない性
的な行為は性暴力であり、許されるものではありません。
もし、自分が同意していない性的な行為をされたら、それ
は性暴力です。ひとりで抱え込まずに相談してください。

若年層の性暴力被害予防月間

期間：４月１日（水）～30日（木）

募集中募集中
お便 り

LINE

住所、氏名、ペンネーム（ない場合は実名で掲載）、
年齢、性別、電話番号を記入し、次の宛先まで
お送りください。

広報さつまにお便りをくださった
方の中から３名様にプレゼント。
ご応募お待ちしております♪

応募方法

郵　送：〒895-1803 さつま町宮之城屋地1565-2
　　　　さつま町役場　広報さつま　行
メール：so-hisyokoho@satsuma-net.jp

※個人情報の取扱い…お便りのご紹介・賞品発送以外の目的では使用しません。

応募締切

4/30
（木）
当日消印有効

広報紙の感想や身の周りの出来事、イラストや写真など、
皆さまの声をお聞かせください。LINEからの応募もＯＫ！
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ど
も
が
以
前
お
世
話
に
な
っ

　
　
　
た
恩
師
に
町
の
広
報
紙
を
送

り
ま
し
た
。
す
る
と
「
と
て
も
懐
か

し
く
う
れ
し
か
っ
た
」
と
の
連
絡
。

紙
面
に
教
え
子
が
町
役
場
で
働
い
て

い
る
記
事
、
親
御
さ
ん
た
ち
の
活
躍

の
記
事
が
あ
り
、
転
勤
し
て
何
年
も

経
つ
け
ど
、
町
の
人
た
ち
の
成
長
や

さ
つ
ま
町
の
今
の
様
子
を
知
る
こ
と

が
で
き
た
そ
う
で
す
。
広
報
紙
は
離

れ
て
い
て
も
人
と
町
を
つ
な
い
で
く

れ
る
存
在
な
の
だ
と
、
あ
た
た
か
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
 
（
紫
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風
さ
ん
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★
★

　

教
え
子
の
成
長
を
喜
ぶ
恩
師
の
優

し
さ
と
、
そ
れ
を
お
伝
え
く
だ
さ
っ

た
紫
の
風
さ
ん
の
思
い
が
重
な
り
、

広
報
紙
の
価
値
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
距
離
を
超
え
て
笑
顔

を
届
け
る
一
冊
を
お
届
け
で
き
る
よ

う
紙
面
づ
く
り
に
励
み
ま
す
。
す
て

き
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　

（
植
囿
）

　
　
　
庭
の
事
情
で
２
年
位
、
仕
事

　
　
　
を
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
65
歳
に
な
り
求
人
票
を
見
て
年

齢
不
問
の
所
に
応
募
す
る
も
、
60
歳

位
ま
で
と
の
こ
と
で
し
た
。
も
う
再

就
職
は
で
き
な
い
か
と
思
い
な
が
ら

申
し
込
ん
だ
会
社
で
採
用
が
決
ま
り
、

仕
事
が
続
く
か
不
安
も
あ
り
な
が
ら

半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
自
分
よ
り
年

上
の
方
々
が
元
気
で
仕
事
を
さ
れ
て

い
る
の
を
見
る
と
、
ま
だ
頑
張
れ
る

と
前
向
き
に
な
れ
ま
す
。
町
内
に
あ

る
今
の
職
場
に
巡
り
合
え
た
こ
と
に

感
謝
す
る
毎
日
で
す
。
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不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
挑
戦
し
、

半
年
間
走
り
続
け
て
こ
ら
れ
た
シ
マ

エ
ナ
ガ
さ
ん
の
力
強
さ
を
感
じ
ま
す
。

新
し
い
職
場
で
こ
れ
か
ら
も
笑
顔
で

お
仕
事
が
続
け
ら
れ
ま
す
よ
う
に
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
吉
留
）

※
こ
の
ほ
か
に
も
お
便
り
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

文
章
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
添
削
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

子

家

表紙の写真説明

　3月17日、虎居地区の町道
川口平川線に海老川大橋が開
通しました。町道の新しい橋
の開通式は実に15年ぶりの開
催。歴史的な一歩となるテー
プカットの瞬間をカメラに収め
ました。新しい橋が地域の利
便性を高め、末永く皆さんに
愛される存在となるよう願って
います。（植囿）

薩摩中央高校生が丹精込めて作った
懐かしい味わいの豚味噌です。

訂
正
と
お
詫
び

３
月
号
の
内
容
に
一
部
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。
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ま
き
里
き
ら
ら
の
楽
校

正　
う
ま
し
き
里
き
ら
ら
の
楽
校
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有料広告募集中
広報さつまでは有料広告を募集しています。
掲載の１か月前までに申込みが必要です。
掲載料は、１枠１万円/月です。
企業や事業所のＰＲやイメージアップ等に
ぜひご活用ください。

【お問い合わせ先】
　総務課　秘書広報係
　☎（０９９６）２４－８９１９ 有料広告募集

３月子牛せり市結果　期日：３月11日(水)、12日(木) 単位：頭・円・kg（消費税込み、売却分）

性別

めす

去勢

合計

頭数 総売上高 最高価格 平均価格 平均体重 前回比 (対２月分）

310876,2801,213,300435,397,600497 40,012円高値

217 178,097,700 1,213,300 820,727 298 37,227円高値

320918,9281,092,300257,299,900280 37,459円高値
２
月
16
日
〜
３
月
15
日
届
出
分
　
※
届
出
人
の
同
意
分
の
み
掲
載
（
敬
称
略
）

令和７年４月９日生まれ

１歳で～す
毎月最初に
生まれた赤ちゃん

莉桜香ちゃんへ

宮之城屋地地区

きょうだい仲良く
元気に
大きくなってね♥

お
め
で
と
う

　
　
ご
ざ
い
ま
す

お
悔
や
み

　
申
し
あ
げ
ま
す
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キオビエダシャクの大量発生に注意!

キオビエダシャクはガの一種で、幼虫期にイヌマキ（ヒトツバ）の葉を食害する害虫です。一度発
生すると急激に数が増加するため、早期の適切な防除が効果的です。所有者や管理者の方はイヌマ
キを定期的に観察し、幼虫の早期発見に努めてください。

数が少ない場合
木を揺すって落ちてきた幼虫を駆除してください。根元の
土中には茶褐色のサナギがいることがあるので掘り起こし
て駆除してください。

数が多い場合
幼虫や木にロックオン、トレボン乳剤、スプラサイド乳剤の散布が有効です。散布する際は薬剤の
希釈倍数を間違えないように注意し、事前に近所の方に連絡をして、飛散防止対策を行ったうえで、
むらなく葉の裏までかけてください。
なお、町シルバー人材センターなどが駆除の依頼を受け付けています。

公民会などのグループや２戸以上の世帯で薬剤散布を行う場合、町の保有する自走式噴霧器を貸出しま
す。ご希望の方は農林課までお問い合わせください。

農林課 林政係 ☎（0996）24‐8949問

幼虫 成虫
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竹紙を使用しています
（竹パルプ 10％配合）

※都合により変更になる場合があります。受診の際は事前に電話で確認してください。

※臨時便運行日は最終便運休
総合政策課 地域振興係問

通学優先バス
― 臨時便の運行日 ―

４月：21日
５月：なし

転入　48人　転出　31人　
出生 　4人　死亡　27人　

休日在宅医 / 当番薬局 人口のうごき
令和８年３月１日現在（前月比）
  人　口  17,818人　（ －  ６ ）
    男　    8,359人　（ ＋  ２ ）
    女　    9,459人　（ －  ８ ）
  世帯数　 8,534世帯（ ＋  ３ ）

地 域 探 訪
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Facebook Instagram YouTubeLINE

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

  https://w
w
w
.satsum

a-net.jp

№
253

令
和
８
年
４
月
２
日
発
行

一
部
あ
た
り
87円（

税
込
）

さ
つ
ま
町
役
場
  総
務
課
　
  ☎
0996-53-1111

〒
895-1803   鹿

児
島
県
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
宮
之
城
屋
地
1565-2 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
   so-hisyokoho@

satsum
a-net.jp

【
発
行
】 

４月

５月

５日
12日
19日
26日
29日

３日
４日
５日
６日
10日

祁答院薬局
青空薬局
さし薬局
ｍ.ｙ薬局さつま
かぐや姫薬局

やまだ薬局
フタヤ薬局
ふなき薬局
かぐや姫薬局
青空薬局

林田内科
薩摩郡医師会病院
てらだ内科クリニック
クオラリハビリテーション病院
小緑内科

稲津内科病院
立志クリニック
宮之城病院
溝口整形外科
薩摩郡医師会病院

☎21-8085
☎52-0101
☎21-3610
☎29-3100
☎29-3301

☎52-4585
☎59-2033
☎29-3281
☎29-3301
☎52-0101

☎53-1177
☎53-0326
☎21-3232
☎53-1704
☎52-1676

☎52-3355
☎55-9119
☎53-0180
☎52-4668
☎53-0326

　悪四郎石は平川地区の国道328号線沿いにある層塔と
宝塔で、地元では「悪四郎どん」と呼ばれていました。か
つては現在の位置より北側にあったようですが、国道の拡
張工事に伴い現在の場所に移設されました。江戸時代の宮
之城周辺の事が記されている「宮之城記」や「祁答院記」
などによると、出水から大重悪四郎という人物が攻めてき
ましたが、虎居城で敗れたため、その供養のために建てら
れたとされています。かつては明徳４年（1393年）の年
号が刻まれていたという事ですが、現在は風化して判読で
きません。少し離れた場所に板碑もありますが、
同じく悪四郎を供養したものと考えられ、地域の
歴史を今に伝えています。 悪四郎石のマップ


